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て
説
明
が
あ
っ
た
︒

広
報
︵
下
垣
仁
志
常
務
理
事
︶
か
ら
は
︑
例

会
・
大
会
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
作
成
と
︑
ホ
ー

ム
・
ペ
ー
ジ
の
管
理
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
︒

以
上
の
報
告
は
︑
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
︒

な
お
︑
こ
れ
に
先
だ
つ
理
事
会
・
評
議
員
会
で

決
定
し
た
﹃
史
林
﹄
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
リ
ポ
ジ

ト
リ
へ
の
掲
載
が
承
認
さ
れ
た
︒

大
会
で
は
︑
次
の
二
本
の
講
演
が
行
わ
れ
た
︒

青
山
宏
夫
氏

﹁
近
世
日
本
に
お
け
る
坤
輿
万
国
全
図
の
広
が

り
﹂

横
田
冬
彦
氏

﹁
近
世
日
本
に
お
け
る
時
間
と
空
間

﹃
節

用
集
﹄
を
め
ぐ
っ
て

﹂

講
演
者
紹
介
と
司
会
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
米
家
泰
作

評
議
員
と
上
島
享
理
事
が
つ
と
め
た
︒
講
演
内
容

は
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
︒

公
開
講
演
の
の
ち
︑
吉
井
秀
夫
理
事
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
て
会
を
終
了
し
た
︒

︵
文
責

中
砂
明
徳
︶

史
学
研
究
会
会
則

(
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
日
改
正
)

第
一
条

本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
︒

第
二
条

本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
内
に
置
く
︒

第
三
条

本
会
は
広
く
歴
史
に
関
心
を
持
つ
者
が

集
ま
り
︑
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
に
関
す
る

研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
︒

第
四
条

本
会
の
事
業
は
次
の
通
り
で
あ
る
︒

�
．
総
会
・
大
会
・
例
会
等
の
会
合

�
．
会
誌
﹃
史
林
﹄
等
の
発
行

第
五
条

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
︒

理
事
長
一
名
︑
理
事
一
五
名
以
上
三
五
名
以
内

︵
内
常
務
理
事
四
名
︶
︑
監
事
二
名
︑
評
議
員

四
〇
名
以
上
六
〇
名
以
内
︑
委
員
若
干
名

第
六
条

役
員
は
理
事
会
及
び
評
議
員
会
に
よ
っ

て
選
出
さ
れ
︑
総
会
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と

す
る
︒
理
事
長
は
本
会
を
代
表
し
︑
会
務
を
統

括
し
︑
会
員
総
会
︑
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を

招
集
す
る
︒
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
︑
会
務

を
処
理
す
る
︒
と
く
に
常
務
理
事
は
︑
庶
務
・

編
集
・
会
計
・
広
報
の
各
事
務
を
担
当
す
る
︒

監
事
は
会
計
経
理
を
監
査
す
る
︒

第
七
条

委
員
は
理
事
長
よ
り
嘱
託
さ
れ
︑
編

集
・
庶
務
の
実
務
を
分
掌
す
る
︒

第
八
条

役
員
の
任
期
は
︑
委
員
︵
任
期
一
年
︶

を
除
き
︑
二
年
と
す
る
︒
但
し
︑
再
任
を
さ
ま

た
げ
な
い
︒

第
九
条

本
会
は
第
三
条
に
掲
げ
た
目
的
に
賛
同

す
る
者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
︒
会
員
は
次
の

�
種
類
と
す
る
︒

�
．
正
会
員

�
．
学
生
会
員

第
十
条

会
員
は
会
誌
﹃
史
林
﹄
の
配
布
を
受
け
︑

か
つ
こ
れ
に
投
稿
し
︑
ま
た
総
会
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
︒

第
十
一
条

会
員
は
︑
退
会
届
を
事
務
局
に
提
出

し
︑
任
意
に
退
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ま
た
︑

会
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
に
は
︑
退
会
し
た
も
の
と
み
な
す
︒

︵
�
︶
本
人
が
死
亡
し
︑
ま
た
は
会
員
で
あ
る

団
体
が
消
滅
し
た
時

︵
�
︶
会
費
を
三
年
間
納
入
し
な
い
時

第
十
二
条

会
員
は
︑
所
定
の
会
費
一
年
分
を
前

納
す
る
も
の
と
す
る
︒
会
費
の
納
入
を
二
年
分

怠
っ
た
時
︑
雑
誌
の
送
付
を
停
止
さ
れ
る
︒
さ

ら
に
一
年
間
会
費
の
納
入
を
行
わ
な
い
場
合
︑

会
員
の
資
格
を
喪
失
す
る
︒

第
十
三
条

会
員
が
既
に
納
入
し
た
会
費
は
返
還

し
な
い
︒
た
だ
し
一
年
分
を
超
え
て
前
納
し
て

い
る
場
合
に
は
︑
一
年
分
を
超
え
る
部
分
を
返

還
す
る
︒

第
十
四
条

毎
年
秋
季
に
大
会
を
開
き
︑
ま
た
適

宜
例
会
を
開
く
︒
会
場
等
は
そ
の
度
に
こ
れ
を

297 (297)



定
め
る
︒

第
十
五
条

毎
年
秋
季
に
お
い
て
総
会
を
開
き
︑

会
務
の
報
告
を
行
な
い
︑
承
認
を
受
け
る
︒

第
十
六
条

本
会
の
経
費
は
会
費
︑
事
業
収
入
及

び
寄
付
金
を
以
て
支
弁
す
る
︒
会
費
は
誌
代
を

以
て
こ
れ
に
あ
て
る
︒

第
十
七
条

本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
に
始
ま
り
︑

翌
年
三
月
に
終
わ
る
︒

附

則

本
会
則
の
変
更
は
︑
会
員
総
会
の
決
議

に
よ
る
も
の
と
す
る
︒

但
し
会
務
執
行
に
必
要
な
細
則
及
び
物
価
変
動

に
基
づ
く
会
費
金
額
の
変
更
は
理
事
会
が
こ
れ

を
行
う
︒

﹃
史
林
﹄
投
稿
規
定

◇
資
格

本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
︒

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
︑
長
さ

論
説

一
段
組
五
四
字
×
一
九
行
の
体
裁
で
︑

三
二
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
ノ
ー
ト

二
段
組
二
九
字
×
二
〇
行
の

体
裁
で
︑
二
〇
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
動
向

二
段
組
二
九
字
×
二
〇
行
の
体

裁
で
︑
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

史
料
紹
介

二
段
組
二
九
字
×
二
〇
行
の
体

裁
で
︑
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

書
評
･

論
文
評

二
段
組
︑
八
〇
〇
〇
字
以
内

紹
介

三
段
組
︑
一
二
〇
〇
字
程
度

◇
原
稿
の
種
類
を
明
示
す
る
こ
と
︒

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
︑
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の

紙
幅
に
収
め
る
こ
と
︒

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
︒

◇
﹁
欧
文
タ
イ
ト
ル
﹂
を
添
付
す
る
こ
と
︒

◇
論
説
に
は
﹁
要
約
﹂
︵
四
〇
〇
字
以
内
︶
を
添

付
の
こ
と
︒
﹁
要
約
﹂
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

対
象
外
と
す
る
︒

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
︑
掲
載

が
決
定
し
た
時
点
で
︑
﹁
欧
文
要
約
﹂
︵
六
〇
〇

〜
八
〇
〇
語
程
度
︶
を
提
出
す
る
こ
と
︒
な
お
︑

英
文
要
約
に
限
り
︑
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に

も
応
じ
る
が
︑
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
︒

◇
投
稿
に
際
し
て
は
︑
︵
�
︶
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

一
部
も
し
く
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
︑
お
よ
び

︵
�
︶
電
子
デ
ー
タ
を
送
付
す
る
︒
電
子
デ
ー

タ
に
関
す
る
詳
細
は
下
記
﹁
補
足
﹂
の
︿
電
子

デ
ー
タ
作
成
要
領
﹀
を
参
照
︒
電
子
デ
ー
タ
を

準
備
で
き
な
い
場
合
は
︑
あ
ら
か
じ
め
事
務
局

ま
で
連
絡
す
る
こ
と
︒

◇
図
版
を
用
い
る
場
合
は
︑
下
記
｢
補
足
｣
の
︿
図

版
作
成
要
領
﹀
に
従
っ
て
作
成
︑
添
付
す
る
こ
と
︒

注
意
：
編
集
委
員
会
に
お
い
て
︑
印
刷
技
術
上
︑

図
版
の
修
正
や
特
殊
活
字
の
作
成
を
要
す
る
と

判
断
し
︑
こ
れ
を
業
者
に
委
託
し
た
場
合
に
は
︑

そ
の
経
費
の
一
部
︑
数
千
円
〜
数
万
円
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
︒
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
下
さ
い
︒

◇
原
稿
の
採
否
は
︑
査
読
審
査
を
経
て
編
集
委
員

会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
︒

送
り
先
：
史
林
編
集
委
員
会

〒
六
〇
六

-八
五
〇
一

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

史
学
研
究
会

﹃
史
林
﹄
投
稿
規
定
﹁
補
足
﹂

︿
電
子
デ
ー
タ
作
成
要
領
﹀

・
電
子
デ
ー
タ
は
︑
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
︑
Ｃ

Ｄ
-
Ｒ
︑
Ｃ
Ｄ
-
Ｒ
Ｗ
︑
Ｕ
Ｓ
Ｂ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ

モ
リ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
し
て
郵
送
す
る

こ
と
を
原
則
と
す
る
︒
郵
送
に
不
便
が
あ
る
な

ど
の
事
由
で
︑
メ
ー
ル
に
よ
る
投
稿
を
希
望
す

る
場
合
は
︑
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
に
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
︒

・
本
文
の
電
子
デ
ー
タ
は
︑
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

ワ
ー
ド
︑
一
太
郎
︑
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
い

ず
れ
か
の
形
式
で
保
存
し
︑
保
存
形
式
︵
Ｏ
Ｓ

お
よ
び
使
用
ソ
フ
ト
︶
を
明
示
す
る
こ
と
︒

・
図
版
に
電
子
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
︑
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3
0
0
d
p
i
以
上
の
解
像
度
と
す
る
︒
ソ
フ
ト

︵
Illu
stra
to
r
や

P
h
o
to
sh
o
p
な
ど
︶
や
バ
ー
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て
事
前
に
照
会
・
確
認
を
す
る
こ
と
︒

︿
図
版
作
成
要
領
﹀

・
本
文
原
稿
中
に
図
版
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

こ
と
︒

・
仕
上
寸
法
は
︑
最
大
で
170
㎜
×
110
㎜
︵
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
込
み
︶
と
す
る
こ
と
︒

・
図
お
よ
び
写
真
は
︑
仕
上
寸
法
の
�
倍
︵
面
積

�
倍
︶
程
度
で
作
成
し
︑
希
望
縮
尺
率
を
明
記

す
る
こ
と
︒

・
図
は
︑
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ

ン
ト
紙
な
ど
に
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く

こ
と
︒
そ
の
際
︑
線
の
太
さ
を
一
定
に
保
つ
た

め
︑
製
図
用
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
︒

・
図
中
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

の
で
︑
鉛
筆
書
き
す
る
か
︑
上
に
ト
レ
ー
シ
ン

グ
ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
字
の
み
を

書
き
入
れ
る
こ
と
︒
ま
た
︑
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ
タ

リ
ン
グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付
け
る

場
合
は
︑
仕
上
段
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す
る
こ
と
︒

・
写
真
は
︑
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
︒
な
お
︑
巻
頭

に
ア
ー
ト
紙
で
印
刷
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場

合
は
︑
割
付
・
仕
上
等
は
編
集
委
員
会
で
調
整

す
る
︒
そ
の
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
︒

・
表
は
︑
仕
上
を
配
慮
し
て
︑
文
字
数
や
表
現
法

を
工
夫
す
る
こ
と
︒
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る

場
合
は
︑
そ
の
旨
を
明
記
し
︑
図
版
に
準
じ
た

体
裁
を
整
え
る
こ
と
︒

注
意
：
図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
︑
投
稿
者
に

修
正
を
依
頼
す
る
か
︑
編
集
委
員
会
が
修
正
し

ま
す
︵
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
︶
︒

︿
論
文
等
の
電
子
的
公
開
に
つ
い
て
﹀

・
著
作
権
法
第
二
一
条
～
第
二
八
条
に
定
め
ら
れ

た
著
作
権
を
史
学
研
究
会
に
委
譲
す
る
こ
と
に

同
意
す
る
も
の
と
す
る
︒
︵
第
二
一
条
は
複
製

権
︑
第
二
三
条
は
公
衆
送
信
権
に
関
す
る
も

の
︒
︶
た
だ
し
︑
著
者
が
論
文
等
を
任
意
の

サ
ー
バ
ー
に
機
関
レ
ポ
ジ
ト
リ
等
を
使
っ
て
公

表
す
る
場
合
︑
以
下
の
条
件
を
満
た
す
限
り
に

お
い
て
︑
本
会
は
著
者
が
委
譲
し
た
著
作
権
の

行
使
を
認
め
︑
本
会
へ
の
承
諾
伺
い
も
不
要
と
す
る
︒

イ
)
﹃
史
林
﹄
の
版
面
を
そ
の
ま
ま
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ

ァ
イ
ル
な
ど
に
し
て
公
開
す
る
場
合
は
︑
掲

載
誌
刊
行
後
︑
二
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
︒

ロ
)

論
文
の
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
︒

ハ
)

営
利
目
的
で
な
い
こ
と
︒

︵
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
日
改
定
︶

編

集

後

記

﹃
史
林
﹄
第
一
〇
一
巻
第
一
号
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
︒
新
た
な
一
〇
〇
巻
へ
の
第
一
歩
と
な
る

本
号
に
は
︑
﹁
学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
を
テ
ー

マ
と
い
た
し
ま
し
て
︑
計
八
本
の
論
説
を
ご
寄
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
︒
例
年
以
上
に
豊
富
な
誌
面
は

大
変
読
み
応
え
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
︒

古
今
東
西
の
学
知
の
諸
相
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
︒

︵
谷
徹
也
︶

二
〇
一
八
年
一
月
二
五
日
印
刷

二
〇
一
八
年
一
月
三
一
日
発
行

定
価
二
、
〇
〇
〇
円

史

林

第
一
〇
一
巻
第
一
号
︵
通
算
第
五
二
七
号
︶

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
〇
七
五
︶
七
五
三

-
二
七
八
七

発
行
人

史

学

研

究

会

振
替
京
都

〇
一
〇
七
〇
-
二
-
五
一
五
五
番

理
事
長

井

谷

鋼

造

京
都
市
南
区
上
鳥
羽
藁
田
二
九

印
刷
所

中

村

印

刷

株

式

会

社

◆
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

h
ttp
:/
/
w
w
w
.sh
ig
a
k
u
k
e
n
k
y
u
k
a
i.jp
/
in
d
e
x
.h
tm
l
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史
学
研
究
会
例
会
の
お
知
ら
せ

左
記
の
と
お
り
︑
史
学
研
究
会
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
︒
多
数
ご
来
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
︑
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
︒

日

時

二
〇
一
八
年
四
月
二
一
日
︵
土
︶

午
後
一
時
～
六
時
一
五
分

場

所

京
都
大
学
文
学
部

新
館
第
三
講
義
室

テ
ー
マ

﹁
文
明
﹂

プ
ロ
グ
ラ
ム

開
会
挨
拶

史
学
研
究
会
理
事
長

井
谷
鋼
造

趣
旨
説
明

第
一
部
︵
午
後
一
時
一
五
分
～
三
時
四
〇
分
︶

小
林

功

﹁
生
ま
れ
く
る
文
明
と
対
峙
す
る
こ
と

七
世
紀
後
半
の
地
中
海
世
界
を
め
ぐ
っ
て

﹂

渡
部
森
哉

﹁
文
明
の
誕
生

古
代
ア
ン
デ
ス
の
事
例
か
ら

﹂

野
間
晴
雄

﹁
稲
作
と
水
田
の
文
明

エ
コ
ト
ー
ン
と
治
水
・
灌
漑
技
術
の
系
譜
か
ら

﹂

第
二
部
︵
午
後
四
時
～
五
時
四
〇
分
︶

石
川
禎
浩

﹁
中
国
近
現
代
に
お
け
る
文
明
史
観
の
受
容
と
そ
の
展
開
﹂

酒
井
一
臣

﹁
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
夢

﹁
文
明
国
標
準
﹂
の
帝
国
日
本
の
国
際
秩
序
観

﹂

全
体
討
論
︵
午
後
五
時
四
〇
分
～
六
時
一
〇
分
︶

閉
会
の
挨
拶

京
都
大
学
文
学
研
究
科
歴
史
文
化
学
系
代
表

高
嶋

航

※
終
了
後
︑
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
︒
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒
︵
午
後
六
時
三
十
分
～
午
後
八
時
︑
参
加
費
一
般
一
〇
〇
〇
円
・
学
生

五
〇
〇
円
︑
予
約
不
要
︶

史

学

研

究

会
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﹃
史
林
﹄
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
掲
載
に
関
す
る
お
知
ら
せ
と
お
願
い

史
学
研
究
会
︵
以
下
︑
﹁
当
会
﹂
︶
で
は
︑
昨
今
の
学
術
論
文
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
の
流
れ
を
受
け
て
︑
当
会
が
発
行

す
る
﹃
史
林
﹄
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
電
子
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
掲
載
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
参

り
ま
し
た
︒
去
る
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
・
評
議
員
会
お
よ
び
総
会
に
お
い
て
︑
①
﹃
史
林
﹄
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
電
子
リ

ポ
ジ
ト
リ
に
掲
載
す
る
こ
と
︑
②
掲
載
す
る
電
子
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
つ
い
て
は
二
〇
一
八
年
六
月
に
開
催
予
定
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
決
定
す
る
こ
と
︑

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
︒

﹃
史
林
﹄
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
電
子
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
掲
載
を
進
め
る
た
め
に
は
︑
﹃
史
林
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
︵
論
説
︑
研
究
ノ
ー
ト
︑
研
究
動

向
︑
書
評
︑
紹
介
な
ど
を
含
む
︒
以
下
︑
﹁
論
文
等
﹂
︶
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
す
る
た
め
の
著
作
権
に
つ
い
て
︑
当
会
が
著
作
権
者
か
ら
譲
渡
な

い
し
許
諾
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
︒
当
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
︑
論
文
等
の
著
作
権
者
に
︑
著
作
権
法
第
二
一
条
～
第
二
八
条
︵
第
二

一
条
は
複
製
権
︑
第
二
三
条
は
公
衆
送
信
権
︑
第
二
七
条
は
翻
訳
・
翻
案
権
に
関
す
る
規
定
で
す
︶
に
定
め
ら
れ
た
権
利
を
当
会
に
委
譲
す
る
こ
と
に
同

意
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
︒

つ
き
ま
し
て
は
︑
過
去
に
﹃
史
林
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
者
が
︑
著
作
権
法
第
二
一
条
～
第
二
八
条
に
定
め
ら
れ
た
著
作
権
を
当
会
に
委
譲
す

る
こ
と
に
同
意
さ
れ
な
い
場
合
は
︑
著
者
名
︑
論
文
等
の
題
目
︑
掲
載
号
を
明
記
の
上
︑
二
〇
一
八
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
︑
左
記
の
当
会
事
務
局
宛

に
書
面
に
て
御
連
絡
く
だ
さ
い
︒
御
連
絡
が
な
い
場
合
に
は
委
譲
を
了
承
さ
れ
た
も
の
と
し
て
処
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒
ま
た
︑
前
掲
の
期
日
以
降

も
︑
著
作
権
委
譲
に
同
意
さ
れ
な
い
旨
の
御
連
絡
を
い
た
だ
い
た
場
合
に
は
︑
当
該
の
論
文
等
を
リ
ポ
ジ
ト
リ
か
ら
削
除
す
る
形
で
対
応
い
た
し
ま
す
︒

今
回
の
著
作
権
委
譲
は
︑
﹃
史
林
﹄
を
電
子
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
掲
載
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
︑
著
者
が
論
文
等
を
自
身
の
研
究
活
動
︵
翻

訳
・
翻
案
を
含
む
︶
に
使
用
す
る
こ
と
︑
あ
る
い
は
著
者
が
所
属
研
究
機
関
な
ど
の
他
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
論
文
等
を
掲
載
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
︒
︵
詳
し
く
は
︑
﹃
史
林
﹄
投
稿
規
定
の
﹁
論
文
等
の
電
子
的
公
開
に
つ
い
て
﹂
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
︒
︶
た
だ
し
︑
著
者
な
い
し
は
そ
の
遺

族
が
所
在
不
明
で
︑
第
三
者
が
当
会
に
対
し
て
論
文
等
の
転
載
や
翻
訳
の
許
可
を
求
め
る
場
合
に
限
り
︑
当
会
が
そ
の
適
否
を
判
断
し
︑
許
否
を
決
す
る

も
の
と
し
ま
す
︒

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
︑
本
件
に
関
す
る
情
報
を
︑
退
会
さ
れ
た
旧
会
員
な
ど
︑
﹃
史
林
﹄
に
論
文
等
を
掲
載
し
た
こ
と
の
あ
る
方
々
に
も
広

く
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
︑
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

二
〇
一
八
年
一
月

史

学

研

究

会

︿
著
作
権
委
譲
に
同
意
さ
れ
な
い
場
合
の
連
絡
先
﹀

六
〇
六
-
八
五
〇
一

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

史
学
研
究
会
事
務
局

S
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R
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